








































( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒1 0 0 一8 9 1 6

電話

F A X

東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 9 )
0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和元年H 月6 日
令和元年1 1 月1 5 日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおリ回

答する。

①食品中のアメトクトラジンの残留基準の設定について

②食品中のカルバリルの残留基準の設定について

  ③ 食品中のキシラジンの残留基準の設定について

  ④ 食品中のピカルブトラゾクスの残留基準の設定について

⑤食品中のピリダリルの残留基準の設定について

⑥食品中のピ□キサスルホンの残留基準の設定について

  ⑦ 食品中のプロチオコナゾールの残留基準の設定について

  ⑧ 食品中のペンチオピラドの残留基準の設定について

  現職 一^

   氏名 $  つ



①食品中のアメトクトラジンの残留基準の設定について

一該当の有無：口有リ

―該当の有無：口有リ

一受取の有無：口有り H  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業名（申請企業等) : B A S F ジャパン秩式会計

   ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 一受取の有無：口有リ β 無し

  受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 J  ロ 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 立無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り H  無し

  「特記事項 1

②食品中のカル/ やJ ルの残留基準の設定について

企 く名( 申請企業等）：T K L J A P A N 秩式会計
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

―受取の有無：口有リ S I 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 0 0 万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有リ a  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り a  無し

  「特記事項 π

企業名（製造企業等）：田村製薬株式会社

  口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

）

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

し
し

無
無



③食品中のキシラジンの残留基準の設定について

造企業・等）：富士ケミカルエ業株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

受取の有無：口有り 功無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名（製造企業等）：フジタ製薬株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

該当の有無：口有リ 0

該当の有無：口有り 0

 無し

 無し

受取有1 J の場合、最も多い寄附金- 契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

  口 令和元年度

受取の有無：口有り 胡無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

  口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロコンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

耐無し
切無し

並業名（製造企業華）：日本全薬工業株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

   口令和元年度
【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

受取の有無：口有り M  無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り 胡無し

該当の有無：口有り 0  無し



―該当の有無：口有り

一該当の有無：口有り

一受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

⑤食品中のピU ダリルの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：住友化学株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

受取の有無：口有り ぼ無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

嘲

空

 無し

 無し

企業名（製造企業等）：バイエル薬品株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有1 J の場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

一受取の有無：口有り 函無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口平成3 0 年度

口令和元年度

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタンド叫・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有リ

該当の有無：口有り

函

 無し

 無し

④食品中のピカルブトラゾクスの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：日本曹達株式会社

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   ーロ ーその他（ )

し
し

無
無



⑥食品中のピ□キサスルホンの残留基準の設定について

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

該当の有無：口有リ

一該当の有無：口有リ

該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

一受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

⑦食品中のプロチオコナゾールの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）： バイエルクロップサイエンス秩式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

―受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成2 9 年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

⑧食品中のペンチオピラドの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：三井化学アグロ株式会社
  ・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 一受取の有無：口有り 0  無し

  受取有1 J の場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成2 9 年度 1  口 5 0 万円以下
口平成3 0 年度 ーロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

  口令和元年度 」 口 5 （2 〇万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口当該企業の株式

   口 その他（ )
  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有リ

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り

「特記事項

劫無し

ゴ無し

  口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

企業名（申請企業等）：クミアイ化学工業株式会社

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   ロ ーその他（ )

し
し

無
無

し
し

無
無













(宛 先 )

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

〒100-・8916        東京都千代田区霞が関1-2-2
電話

           ::纏 糞:;聾;: 〔翁爵言11謝
FAX       03-3595-2432(残 留農薬等基準審査雪 AX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

穏 黒 擦ξ麟 臓 暮 鑽 難 彗
維 婦 銀 薬・動物用医薬品部会

等の受取(割当て)額等について、Bll紙のとおり回
答する。

①食品中のアメiウトラジンの残留基準の設定に●tヽて

②食品中のカル′切ルの残留基準の設定について

③食品中のキシラジンの残留基準の設定について

④食品中の動 ルコ輝げクスの残留基準の撃定について

⑤食品中の掛′響メルの残留基準の設定について

⑥食品中の曲 キサスルホンの残留基準の設定:こつもヽて

0食品中のカ チオヨナゾールの残留基準の設定について

③拿品中のベンチオピラドの残留基準の設定について

現職 ぇ ←れ)3月M腫物″絡協イ歿ぞ爾笙間



①食品中のアメ:夕けジンの残留基準の設定について

● 寄付金・

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
口 平成30年度
□ 令和元年度

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平きに疑念を生じさせると考えられる特lllの利害関係

l特

記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
Ell 平成29年度
El 平成30年度

● 申請資料等の作粛こ密擦=

ン/無し

②食品中αカル′ヽ ルの残留基準の設定について

騒 譲 轟 彗 裁 轟 懸 指
盤 製 試 鋼

=一 一
___三

理 画 繭 西 蒔

「

♂ 無じ● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

→ 受取の有無:ロ
当該年度:こおける受取額
□ 50万円以下
口 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

該当の有無:□
該当の有無:ロ

当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
口 500万円超

当の有無:

該当の有無 :

当該年度における受取額
□ 50万円以下
C3 50万 円超～500万円以下

円超

ぬ
―

リ

リ

有

有

レ

ー

利
制

□
□

し

じ

無

無
シ

１
１

有

有

し

し

無

無● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Bllの利害関係

l特

記事項

優 寝 轟 爾 轟 睡 轟 欝
麺 轟 出

一 ― 一 一
__す

誦 硫 轟 爵

「

y無 し● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額
受取●IJO場合、最も多い害附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元

● 審議の公平さ:こ疑念を生じさせると考えられる特Bllの利害関係

l特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         日 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権fこよる報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  田 コンサルタント料・指導料
口 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    自 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         自 研究契約金  ロ コンサルタ卦 料・指導料
口 特許権・特許使用料`商標権によ凛 酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                   )



③食品中のキシラジンの残留基準の設定について

● 寄付金'契約金等の受取(毒当て)額
受取有拗 場合、最も多い寄附金・契約金等を受:サ取つた年度
El 平成29年度
口 平成30年度

y無し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
日 50万円超～500万円以下

円超

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

じ

し

無

無
レ

ー

制
御

熱
熱

ジ

ー

初
初

じ

し

無

無

シ

‐

↓

↓ 該当の有無

□

□

当該年度における受取額
自 50万円以下
E1 50万 円超～500万円以下

該当の有無 :

該当の有無 :

り

り

有

有

ロ

ロ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         口 研究契約金  日 コンサルタント料・指導料
El 特許権 特ヽ許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  自    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

優 寝 羅 爾 轟 錘 遷 評
圏 機 識

一 一 一 一
__丁

繭 誦 蔚 弄 西 /無 し● 寄付金・契約金等の受取(蒙 当て)額

受取有りの場合、鵜 多い寄鮒金・契約金等を受け取つた年度 当該年度における受取額
□ 50万円以下El 平成29年度

口 平成30年度 口 50万円超～500万円以下
□ 500万円趨□ 令和元

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

盤/無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金‐契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
口 平成30年度

虚 =密接に関与

日 書附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
口 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

【受取額の内訳】
口 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  田 コンサルタント料,指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



理 埋 轟 裁 彗 怒 ≦ 警
塑 鋼 鐘 艶 二

一 一
__=裏

轟 面 直 藻 西
y無

し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額
当該年度における受取額
□ 50万円以下
E1 50万円超～500万円以下
ロ

シ

ー

④食品中の場 ルコラツクスの残留基準の設定について

配 轟 轟 璽 轟 魏 轟 野
塾 総 L一

一 一 一
_三

理 繭 諏 T爾
~y無

じ● 寄付金・契約金等の受取(霞 当て)額

受取有りの場合、最も参い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
□ 平成30年度
□ 令和元

成に密接に → 該当の有無:□ 有り
→ 該当の有無:□ 有り

し

し

無

無● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Ellの利害関係

l特

記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 平成29年度
口 平成30年度

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Ellの利害関係

1特

記事項

⑤食品中の四黎ノルの残留基準の設定について

当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

ロ

該当の有無:□

攀 贔 謹 畿 懇 話 警
健 盤 鐵 L一

― ― ―
_=轟

繭 雨 葛 戸 /無 し● 寄付金`契約金等の受取(寝当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契・ft金等を受け取つた年度 当該年度における受取額

□ 50万円以下□ 平成29年度
□ 平成30年度
□

□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

し

じ

無

無
シ

ー

ゴ

初
利

シ

ー

柳
利

□

□

該当の有無 :

該当の有無 :

じ

じ

無

無

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタユ外料・指導料
El 特許権・特許使用料=商標権による報酬
EE 講演料  口    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学害付金含む)         □ 研究契約金  自 コンサルタン料宰指導料
口 特許権'特許使用料・商標権による報酬
□ 講渡料  口    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタン料中指導料
□ 特許権'特許使用料・商標権による報酬
口 講演料  口    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作離 密接に関与
● 審議の公平さ1こ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[特

記事項



⑥食轟中のunキサスルホンの残留基準の設定について

企曇名(由 議企業等ン  クミアイ4L学工業株式会社
藝 祟 癬 懲 懲 恩 髪 瀞

出 起 轟 賤 議 ― 一
__=巧

轟 輔 蔚 蒔 西 /無 し審付・●・・契約金等の受取(割当て)額● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄購金・契約金等を受け取つた年度
口 平成29年度
□ 平成30年度

● 申請資料等の作

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受1す取つた年度
E3 平成29年度
El 平成30年度

● 申請資料等の作成ヨこ密援に関与
● 審議の公平さ:こ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

l特

記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金1契約金等を受け取つた年度

IEl 平成29年度
□ 平成30年度
口 令ll責

● 申請資料等の作成Jこ

当該年度における受取額
□ 50万円以下
E1 50万 円超～500万円以下
E1 500万円趨

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Bllの利害関係

1特

記事項

⑦食品中の舞 オヨナゾールの残留基準の設定について

豊 漂 野 整 懇 為 ζ 響
四 独 囲 整 塑 趣 鐘 L__T蜀

蕩 雨

「

雨
_ノ

無しD寄付金・契約金等の受取(割当で)額

該当の有無:

該当の有無:

該当の有無:□
該当の有無:□

じ

じ

無

無

影

（１

刺
秘

熱
篤

コ

ー

初
初

じ

し

無

無

シ

． ―

有

有

当該年度における受取額
口 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

円超

0食品中のベンチオピウドの残留基準の設定について

.歯亀(療曇轟轟鶴曇発計
餞Z廻醸盤戯―一_____丁 頂覆薦顧百竃

「

‐y無じ
当該年度における受取額
□ 50万円以下
口 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

● 審議の公平さに疑念を生鍵 せると考えられる特311の利害関係

1特

露事項

El 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料`指導料

口 特許権・特許使用料・商標権:こよる報酬
口 講演料  Ell    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

口 特許権・特許使用料・商標権lはる報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

口 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタンロ宰指導料

□ 特許権`特許使用料・商標権による報酬
El 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式












